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「

幌

内

の

招

魂

碑

」 

 

去

る

８

月

1 1
日

に

、
幌

内

市

街

で

招

魂

碑

の

祭

り

が

行

わ

れ

た

。 
 

８

年

前

か

ら

「

炭

鉱

の

記

憶

再

生

塾

」

が

歩

こ

う

会

を

始

め

、

生

い

茂

っ

た

草

を

踏

み

、

藪

を

刈

っ

て

探

索

を

し

た

こ

と

か

ら

、

近

く

の

人

た

ち

が

石

碑

の

周

辺

を

清

掃

し

出

し

た

こ

と

が

き

っ

か

け

と

な

っ

た

。 
 

今

年

に

入

っ

て

有

志

の

人

た

ち

が

集

ま

り

、
碑

や

参

道

を

覆

う

雑

木

・

雑

草

の

伐

採

や

伐

根

、

ま

た

、

ボ

ロ

ボ

ロ

に

崩

れ

た

3 0
段

の

階

段

を

修

復

し

て

、

参

道

に

玉

砂

利

を

敷

く

な

ど

の

作

業

を

進

め

た

。 
 

こ

の

碑

は

、

明

治

3 6
年

に

幌

内

炭

鉱

が

開

坑

さ

れ

て

か

ら

、
多

く

の

人

た

ち

が

遠

く

離

れ

た

異

郷

の

地

で

倒

れ

、

殉

職

し

た

仲

間

を

慰

霊

し

て

、

当

時

の

飯

場

主

や

友

子

の

親

分

衆

が

発

起

人

や

世

話

人

と

な

っ

て

、
幌

内

神

社

の

境

内

に

建

立

し

た

。 
 

前

年

に

神

社

の

本

殿

と

拝

殿

な

ど

の

新

築

や

境

内

も

整

備

さ

れ

、
ま

た

こ

の

年

に

殉

職

者

も

多

く

出

た

の

で

、

石

碑

建

立

の

声

が

起

き

た

の

か

も

知

れ

な

い

。 
 

明

治

1 6
年

か

ら

2 7
年

ま

で

、

空

知

集

治

監

の

囚

人

に

よ

る

炭

鉱

の

使

役

が

続

け

ら

れ

、
そ

の

間

の

死

者

は

１

０

８

名

に

も

及

び

、
一

般

の

坑

夫

も

共

に

災

害

に

遭

い

、

そ

の

廃

止

後

も

次

第

に

増

加

し

て

い

る

。 
 

石

碑

の

台

座

に

は

、

発

起

人

や

世

話

人

の

1 3
人

の

名

が

刻

ま

れ

、
友

子

に

は

親

分

の

墓

を

子

分

た

ち

が

建

て

る

「

仏

参

」

の

慣

習

が

あ

り

、

幌

内

墓

地

の

5 9
基

の

墓

碑

名

や

他

の

資

料

か

ら

探

っ

て

も

、
当

時

本

沢

の

私

設

飯

場

頭

の

戸

田

某

の

名

し

か

見

い

だ

せ

な

か

っ

た

。 
 

幌

内

墓

地

は

同

3 9
年

に

現

在

地

に

移

設

改

葬

さ

れ

、

ま

た

、

当

時

戸

田

某

も

3 0
代

で

若

か

っ

た

こ

と

か

ら

、

他

に

転

出

し

た

人

も

少

な

く

な

か

っ

た

の

か

も

知

れ

な

い

。 
 

そ

の

後

石

碑

は

、
大

正

９

年

に

現

在

地

に

移

設

さ

れ

、

当

時

こ

こ

に

尋

常

高

等

小

学

校

が

あ

っ

て

、
そ

の

裏

山

に

設

置

さ

れ

た

。 
 

し

か

し

、
戦

前

か

ら

戦

時

中

は

忠

魂

碑

に

兼

用

さ

れ

、

村

内

各

地

区

持

ち

回

り

の

戦

没

者

慰

霊

祭

が

、
こ

の

碑

前

で

執

り

行

わ

れ

た

。 
 

こ

の

碑

の

建

つ

山

は

、

明

治

3 8
年

の

日

露

戦

争

以

来

、

戦

勝

山

と

呼

ば

れ

「

頂

上

ま

で

細

道

が

あ

り

、

掲

揚

台

が

立

っ

て

い

て

、
村

内

に

出

征

兵

士

が

出

る

と

国

旗

を

揚

げ

、
皆

碑

前

で

祈

願

を

し

て

幌

内

駅

か

ら

発

っ

て

行

っ

た

。

終

戦

後

に

進

駐

軍

が

来

る

と

い

う

の

で

、

大

慌

て

に

旗

さ

お

を

草

む

ら

に

隠

し

た

」

と

い

う

。 
 

こ

の

碑

の

隣

に

、

明

治

3 9
年

に

会

社

が

神

社

境

内

に

建

立

し

て

、

昭

和

2 3
年

に

移

設

し

た

「

哀

悼

の

碑

」

が

あ

る

。 
 

ま

た

、

戦

後

、

碑

の

下

に

は

鉱

員

養

成

所

、

鉱

業

学

校

な

ど

が

設

け

ら

れ

、
若

手

の

鉱

員

が

多

く

巣

立

っ

て

い

っ

た

。 
 

石

碑

の

前

に

久

し

ぶ

り

に

集

っ

た

懐

か

し

い

顔

ぶ

れ

、

杯

を

傾

け

る

ほ

ど

に

、

階

段

の

下

に

か

つ

て

の

新

グ

ラ

ウ

ン

ド

が

、

草

ぼ

う

ぼ

う

の

中

に

広

が

り

、

部

落

総

出

で

競

っ

た

運

動

会

に

、

相

撲

や

野

球

大

会

等

々

、

そ

し

て

幾

重

に

も

輪

が

広

が

っ

た

盆

踊

り

の

ざ

わ

め

き

が

、

吹

き

過

ぎ

る

夏

の

風

に

乗

っ

て

、

か

す

か

に

聞

こ

え

て

く

る

よ

う

な

気

が

し

た

。 

周辺整備された招魂碑


